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	放射線・線量委員会
	1. 社会の変化に先駆けた世界をリードする医療イノベーションを実現する
	2. 革新的なデジタル技術の活用により、医療の質向上と医療機器産業拡大に貢献する
	3. 日本の優れた医療、医療システムを世界に提供し貢献する
	4. 線量最適化活動の推進
	5. JIRA 基盤活動の充実に向けた活動

